
46 力 
右半分を隠して、(    )に合う語句を考えましょう。 

正解したら〇、間違えたら×をかきましょう。 

  力
ちから

の大
おお

きさの単
たん

位
い

には N
ニュートン

が使
つか

われ、 

1N は(    )g の大
おお

きさに等
ひと

しい。 

力
ちから

の大
おお

きさの単
たん

位
い

には N
ニュートン

が使
つか

われ、 

1N は( 100 )g の大
おお

きさに等
ひと

しい。   

  月
げつ

面
めん

上
じょう

の重
じゅう

力
りょく

は地
ち

球
きゅう

上
じょう

の約
やく

1/6 なので、 

地
ち

球
きゅう

上
じょう

で 30N の物体
ぶったい

は、月
げつ

面
めん

上
じょう

で(    )N になる。 

月
げつ

面
めん

上
じょう

の重
じゅう

力
りょく

は地
ち

球
きゅう

上
じょう

の約
やく

1/6 なので、 

地
ち

球
きゅう

上
じょう

で 30N の物体
ぶったい

は、月
げつ

面
めん

上
じょう

で( 5 )N になる。   

  面
めん

が物体
ぶったい

におされたとき、その 力
ちから

に逆
さか

らって、 

面
めん

が物体
ぶったい

をおし返
かえ

す 力
ちから

を(    )という。 

面
めん

が物体
ぶったい

におされたとき、その 力
ちから

に逆
さか

らって、 

面
めん

が物体
ぶったい

をおし返
かえ

す 力
ちから

を( 垂
すい

直
ちょく

抗
こう

力
りょく

 )という。   

  力
ちから

によって変形
へんけい

させられた物体
ぶったい

が、 

もとにもどろうとする 力
ちから

を(    )という。 

力
ちから

によって変形
へんけい

させられた物体
ぶったい

が、 

もとにもどろうとする 力
ちから

を( 弾
だん

性
せい

力
りょく

 )という。   

  物体
ぶったい

が面
めん

と接
せっ

しながら運動
うんどう

するとき、 

面
めん

が運動
うんどう

をさまたげる 力
ちから

を(    )という。 

物体
ぶったい

が面
めん

と接
せっ

しながら運動
うんどう

するとき、 

面
めん

が運動
うんどう

をさまたげる 力
ちから

を( 摩
ま

擦
さつ

力
りょく

 )という。   

  磁
じ

石
しゃく

を近
ちか

づけたとき、反発
はんぱつ

したり、 

引
ひ

き合
あ

ったりする 力
ちから

を(    )という。 

磁
じ

石
しゃく

を近
ちか

づけたとき、反発
はんぱつ

したり、 

引
ひ

き合
あ

ったりする 力
ちから

を( 磁
じ

力
りょく

 )という。   

  ばねののびが、ばねを引
ひ

く 力
ちから

に(    )することを、 

(    )の法則
ほうそく

という。 

ばねののびが、ばねを引
ひ

く 力
ちから

に( 比
ひ

例
れい

 )することを、 

( フック )の法則
ほうそく

という。   

  0.2N で 0.8cm のびるばねは、 

1.2N で(    )cm のびる。 

0.2N で 0.8cm のびるばねは、 

1.2N で( 4.8 )cm のびる。   

  力
ちから

を表
あらわ

す場
ば

合
あい

、(    )点
てん

を矢
や

印
じるし

の始
し

点
てん

として、 

向
む

きを矢
や

印
じるし

の向
む

き、大
おお

きさを矢
や

印
じるし

の長
なが

さで 表
あらわ

す。 

力
ちから

を表
あらわ

す場
ば

合
あい

、( 作
さ

用
よう

 )点
てん

を矢
や

印
じるし

の始
し

点
てん

として、 

向
む

きを矢
や

印
じるし

の向
む

き、大
おお

きさを矢
や

印
じるし

の長
なが

さで 表
あらわ

す。   

  重
じゅう

力
りょく

を表
あらわ

す場
ば

合
あい

、物
ぶっ

体
たい

の中
ちゅう

心
しん

を(    )点
てん

とし、 

矢
や

印
じるし

を(    )向
む

きに 表
あらわ

す。 

重
じゅう

力
りょく

を表
あらわ

す場
ば

合
あい

、物
ぶっ

体
たい

の中
ちゅう

心
しん

を( 作
さ

用
よう

 )点
てん

とし、 

矢
や

印
じるし

を( 下
した

 )向
む

きに 表
あらわ

す。   

  圧
あつ

力
りょく

の単
たん

位
い

には(    )が使
つか

われ、 

N÷面積
めんせき

[m２]で求
もと

める。 

圧
あつ

力
りょく

の単
たん

位
い

には( P a
パスカル

 )が使
つか

われ、 

N÷面積
めんせき

[m２]で求
もと

める。   

  質
しつ

量
りょう

が 6000g で、底面
ていめん

積
せき

が 10m２の 直
ちょく

方
ほう

体
たい

が 

水
すい

平面
へいめん

におよぼす圧
あつ

力
りょく

は、(    )Pa になる。 

質
しつ

量
りょう

が 6000g で、底面
ていめん

積
せき

が 10m２の 直
ちょく

方
ほう

体
たい

が 

水
すい

平面
へいめん

におよぼす圧
あつ

力
りょく

は、( 6 )Pa になる。   

  水
すい

中
ちゅう

で、水
みず

から受
う

ける圧
あつ

力
りょく

を(    )といい、 

深
ふか

くなるほど(    )なる。 

水
すい

中
ちゅう

で、水
みず

から受
う

ける圧
あつ

力
りょく

を( 水圧
すいあつ

 )といい、 

深
ふか

くなるほど( 大
おお

きく )なる。   

  水
すい

圧
あつ

は、 

(    )方向
ほうこう

からはたらく。 

水
すい

圧
あつ

は、 

( あらゆる )方向
ほうこう

からはたらく。   

  物体
ぶったい

が水
すい

中
ちゅう

で上
うわ

向
む

きに受
う

ける 力
ちから

を浮
ふ

力
りょく

といい、 

水
すい

中
ちゅう

の体積
たいせき

が増
ま

すほど(    )なる。 

物体
ぶったい

が水
すい

中
ちゅう

で上
うわ

向
む

きに受
う

ける 力
ちから

を浮
ふ

力
りょく

といい、 

水
すい

中
ちゅう

の体積
たいせき

が増
ま

すほど( 大
おお

きく )なる。   

  1.2N の物
ぶっ

体
たい

が水
すい

中
ちゅう

で 0.9N になるとき、 

この物体
ぶったい

にかかる浮
ふ

力
りょく

は(    )N である。 

1.2N の物
ぶっ

体
たい

が水
すい

中
ちゅう

で 0.9N になるとき、 

この物体
ぶったい

にかかる浮
ふ

力
りょく

は( 0.3 )N である。   

  物体
ぶったい

にはたらく 重
じゅう

力
りょく

と浮
ふ

力
りょく

が等
ひと

しいとき、 

物体
ぶったい

は水
みず

に(    )。 

物体
ぶったい

にはたらく 重
じゅう

力
りょく

と浮
ふ

力
りょく

が等
ひと

しいとき、 

物体
ぶったい

は水
みず

に( うかぶ )。   

  物体
ぶったい

にはたらく 重
じゅう

力
りょく

が浮
ふ

力
りょく

より(    )とき、 

物体
ぶったい

は水
すい

中
ちゅう

にしずむ。 

物体
ぶったい

にはたらく 重
じゅう

力
りょく

が浮
ふ

力
りょく

より( 大
おお

きい )とき、 

物体
ぶったい

は水
すい

中
ちゅう

にしずむ。   

  上
じょう

空
くう

から海
かい

面
めん

までの空
くう

気
き

の重
じゅう

力
りょく

を大
たい

気
き

圧
あつ

といい、 

標
ひょう

高
こう

が高
たか

くなるほど(    )くなる。 

上
じょう

空
くう

から海
かい

面
めん

までの空
くう

気
き

の重
じゅう

力
りょく

を大
たい

気
き

圧
あつ

といい、 

標
ひょう

高
こう

が高
たか

くなるほど( 小
ちい

さ )くなる。   

  海
かい

面
めん

上
じょう

の大
たい

気
き

圧
あつ

は約
やく

(    )Pa で、 

これは約
やく

(    ) h
ヘクト

P a
パスカル

と表
あらわ

すことができる。 

海
かい

面
めん

上
じょう

の大
たい

気
き

圧
あつ

は約
やく

( 100000 )Pa で、 

これは約
やく

( 1000 ) h
ヘクト

P a
パスカル

と表
あらわ

すことができる。 



49 化学変化 
右半分を隠して、(    )に合う語句を考えましょう。 

正解したら〇、間違えたら×をかきましょう。 

  1種類
しゅるい

の物質
ぶっしつ

が、2種類
しゅるい

以
い

上
じょう

の物
ぶっ

質
しつ

に分
わ

かれる変
へん

化
か

を 

(    )という。 

1種類
しゅるい

の物質
ぶっしつ

が、2種類
しゅるい

以
い

上
じょう

の物
ぶっ

質
しつ

に分
わ

かれる変
へん

化
か

を 

( 分解
ぶんかい

 )という。   

  物質
ぶっしつ

が別
べつ

の物質
ぶっしつ

に変
か

わる変
へん

化
か

を 

(    )変
へん

化
か

、または(    )反応
はんのう

という。 

物質
ぶっしつ

が別
べつ

の物質
ぶっしつ

に変
か

わる変
へん

化
か

を 

( 化
か

学
がく

 )変
へん

化
か

、または( 化
か

学
がく

 )反応
はんのう

という。   

  炭酸
たんさん

水
すい

素
そ

ナトリウムを熱
ねっ

すると、(    )、 

(    )、(    )に分解
ぶんかい

される。 

炭酸
たんさん

水
すい

素
そ

ナトリウムを熱
ねっ

すると、( 二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

 )、 

( 水
みず

 )、( 炭酸
たんさん

ナトリウム )に分解
ぶんかい

される。   

  酸
さん

化
か

銀
ぎん

を熱
ねっ

すると、 

(    )と(    )に分解
ぶんかい

される。 

酸
さん

化
か

銀
ぎん

を熱
ねっ

すると、 

( 酸
さん

素
そ

 )と( 銀
ぎん

 )に分解
ぶんかい

される。   

  物質
ぶっしつ

に電
でん

流
りゅう

を流
なが

して分
ぶん

解
かい

することを 

(    )という。 

物質
ぶっしつ

に電
でん

流
りゅう

を流
なが

して分
ぶん

解
かい

することを 

( 電
でん

気
き

分
ぶん

解
かい

 )という。   

  水
みず

に電
でん

流
りゅう

を流
なが

すと、 

陰
いん

極
きょく

には(    )、陽
よう

極
きょく

には(    )が発生
はっせい

する。 

水
みず

に電
でん

流
りゅう

を流
なが

すと、 

陰
いん

極
きょく

には( 水
すい

素
そ

 )、陽
よう

極
きょく

には( 酸
さん

素
そ

 )が発生
はっせい

する。   

  物質
ぶっしつ

をつくる最
さい

小
しょう

の単
たん

位
い

を原
げん

子
し

といい、 

いくつかの原
げん

子
し

が結
むす

びついたものを(    )という。 

物質
ぶっしつ

をつくる最
さい

小
しょう

の単
たん

位
い

を原
げん

子
し

といい、 

いくつかの原
げん

子
し

が結
むす

びついたものを( 分
ぶん

子
し

 )という。   

  物質
ぶっしつ

を原
げん

子
し

記
き

号
ごう

で 表
あらわ

したものを 

(    )という。 

物質
ぶっしつ

を原
げん

子
し

の記
き

号
ごう

で表
あらわ

したものを 

( 化
か

学
がく

式
しき

 )という。   

  原
げん

子
し

記
き

号
ごう

で、水
すい

素
そ

は(   )、炭
たん

素
そ

は(   )、窒
ちっ

素
そ

は(   )、 

酸
さん

素
そ

は(   )、硫
い

黄
おう

は(   )、塩
えん

素
そ

は(   )のように 表
あらわ

す。 

原
げん

子
し

の記
き

号
ごう

で、水
すい

素
そ

は( H )、炭
たん

素
そ

は( C )、窒
ちっ

素
そ

は( N )、 

酸
さん

素
そ

は( O )、硫
い

黄
おう

は( S )、塩
えん

素
そ

は( Cl )のように 表
あらわ

す。   

  原
げん

子
し

記
き

号
ごう

で、ナトリウムは(    )、鉄
てつ

は(    )、 

銅
どう

は(    )、亜
あ

鉛
えん

は(    )、銀
ぎん

は(    )のように 表
あらわ

す。 

原
げん

子
し

の記
き

号
ごう

で、ナトリウムは( Na )、鉄
てつ

は( Fe )、 

銅
どう

は( Cu )、亜
あ

鉛
えん

は( Zn )、銀
ぎん

は( Ag )のように 表
あらわ

す。   

  2種
しゅ

類
るい

以
い

上
じょう

の物
ぶっ

質
しつ

が結
むす

びつく化
か

学
がく

変
へん

化
か

を(    )、 

それによってできた物質
ぶっしつ

を(    )という。 

2種
しゅ

類
るい

以
い

上
じょう

の物
ぶっ

質
しつ

が結
むす

びつく化
か

学
がく

変
へん

化
か

を( 化
か

合
ごう

 )、 

それによってできた物質
ぶっしつ

を( 化
か

合
ごう

物
ぶつ

 )という。   

  化
か

学
がく

式
しき

を組
く

み合
あ

わせて化
か

学
がく

変
へん

化
か

を表
あらわ

した式
しき

を 

(    )という。 

化
か

学
がく

式
しき

を組
く

み合
あ

わせて化
か

学
がく

変
へん

化
か

を表
あらわ

した式
しき

を 

( 化
か

学
がく

反
はん

応
のう

式
しき

 )という。   

  鉄
てつ

と硫
い

黄
おう

の混
こん

合
ごう

物
ぶつ

を熱
ねっ

すると、 

(    )ができる。 

鉄
てつ

と硫
い

黄
おう

の混
こん

合
ごう

物
ぶつ

を熱
ねっ

すると、 

( 硫
りゅう

化
か

鉄
てつ

 )ができる。   

  鉄
てつ

と硫
い

黄
おう

の化
か

合
ごう

は、化
か

学
がく

反
はん

応
のう

式
しき

で、 

(    )＋(    )→(    )と表
あらわ

す。 

鉄
てつ

と硫
い

黄
おう

の化
か

合
ごう

は、化
か

学
がく

反
はん

応
のう

式
しき

で、 

( Fe )＋( S )→( FeS )と表
あらわ

す。   

  熱
ねっ

した銅版
どうばん

を硫
い

黄
おう

の蒸
じょう

気
き

の中
なか

に入
い

れると、 

(    )ができる。 

熱
ねっ

した銅版
どうばん

を硫
い

黄
おう

の蒸
じょう

気
き

の中
なか

に入
い

れると、 

( 硫
りゅう

化
か

銅
どう

 )ができる。   

  銅
どう

と硫
い

黄
おう

の化
か

合
ごう

は、化
か

学
がく

反応式
はんのうしき

で、 

(    )＋(    )→(    )と表
あらわ

す。 

銅
どう

と硫
い

黄
おう

の化
か

合
ごう

は、化
か

学
がく

反応式
はんのうしき

で、 

( Cu )＋( S )→( CuS )と表
あらわ

す。   

  炭
たん

素
そ

を空
くう

気
き

中
ちゅう

で燃
も

やすと、 

(    )ができる。 

炭
たん

素
そ

を空
くう

気
き

中
ちゅう

で燃
も

やすと、 

( 二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

 )ができる。   

  炭
たん

素
そ

と酸
さん

素
そ

の化
か

合
ごう

は、化
か

学
がく

反
はん

応
のう

式
しき

で、 

(    )＋(    )→(    )と表
あらわ

す。 

炭
たん

素
そ

と酸
さん

素
そ

の化
か

合
ごう

は、化
か

学
がく

反
はん

応
のう

式
しき

で、 

( C )＋( O2 )→( CO2 )と表
あらわ

す。   

  水
すい

素
そ

と酸
さん

素
そ

の混
こん

合
ごう

気
き

体
たい

に火
ひ

をつけると、 

(    )ができる。 

水
すい

素
そ

と酸
さん

素
そ

の混
こん

合
ごう

気
き

体
たい

に火
ひ

をつけると、 

( 水
みず

 )ができる。   

  水
すい

素
そ

と酸
さん

素
そ

の化
か

合
ごう

は、化
か

学
がく

反
はん

応
のう

式
しき

で、 

(    )＋(    )→(    )と表
あらわ

す。 

水
すい

素
そ

と酸
さん

素
そ

の化
か

合
ごう

は、化
か

学
がく

反
はん

応
のう

式
しき

で、 

( 2H2 )＋( O2 )→( 2H2O )と表
あらわ

す。   



53 天気 
右半分を隠して、(    )に合う語句を考えましょう。 

正解したら〇、間違えたら×をかきましょう。 

  大
たい

気
き

中
ちゅう

で起
お

こるさまざまな現
げん

象
しょう

を 

(    )という。 

大
たい

気
き

中
ちゅう

で起
お

こるさまざまな現
げん

象
しょう

を 

( 気
き

象
しょう

 )という。   

  天
てん

気
き

は、空
そら

全体
ぜんたい

を 10 としたときの雲
くも

の割合
わりあい

で決
き

まり、 

0～1 は(    )、2～8 は晴
は

れ、9～10 は(    )である。 

天
てん

気
き

は、空
そら

全体
ぜんたい

を 10 としたときの雲
くも

の割合
わりあい

で決
き

まり、 

0～1 は( 快晴
かいせい

 )、2～8 は晴
は

れ、9～10 は( くもり )である。   

  気
き

圧
あつ

は、(    )気
き

圧
あつ

計
けい

を用
もち

いて測
そく

定
てい

し、 

1気
き

圧
あつ

は約
やく

(    ) h
ヘクト

P
パス

a
カル

である。 

気
き

圧
あつ

は、( アネロイド )気
き

圧
あつ

計
けい

を用
もち

いて測
そく

定
てい

し、 

1気
き

圧
あつ

は約
やく

( 1013 ) h
ヘクト

P
パス

a
カル

である。   

  風
ふう

力
りょく

は、(    )段階
だんかい

に分
わ

かれていて、 

天
てん

気
き

図
ず

記
き

号
ごう

では、風
ふう

力
りょく

を矢
や

ばねの数
かず

で 表
あらわ

す。 

風
ふう

力
りょく

は、( 13 )段階
だんかい

に分
わ

かれていて、 

天
てん

気
き

図
ず

記
き

号
ごう

では、風
ふう

力
りょく

を矢
や

ばねの数
かず

で 表
あらわ

す。   

  風向
ふうこう

は(    )方
ほう

位
い

で 表
あらわ

し、北
ほく

西
せい

の風
かぜ

の場
ば

合
あい

、 

風
かぜ

が(    )からふいていることを意味
い み

する。 

風向
ふうこう

は( 16 )方
ほう

位
い

で 表
あらわ

し、北
ほく

西
せい

の風
かぜ

の場
ば

合
あい

、 

風
かぜ

が( 北西
ほくせい

 )からふいていることを意味
い み

する。   

  風
かぜ

で旗
はた

が北東
ほくとう

になびいているとき、 

風向
ふうこう

は(    )と表
あらわ

す。 

風
かぜ

で旗
はた

が北東
ほくとう

になびいているとき、 

風向
ふうこう

は( 南西
なんせい

 )と表
あらわ

す。   

  気
き

温
おん

は、地
ち

上
じょう

から(    )m の高
たか

さで測定
そくてい

し、 

(    )を球
きゅう

部
ぶ

に当
あ

てないようにしてはかる。 

気
き

温
おん

は、地
ち

上
じょう

から( 1.5 )m の高
たか

さで測定
そくてい

し、 

( 直
ちょく

射
しゃ

日
にっ

光
こう

 )を球
きゅう

部
ぶ

に当
あ

てないようにしてはかる。   

  湿
しつ

度
ど

は、(    )を用
もち

いて測定
そくてい

し、 

湿
しつ

度
ど

表
ひょう

で、乾
かん

球
きゅう

の温
おん

度
ど

と乾
かん

湿
しつ

球
きゅう

の差
さ

を読
よ

みとる。 

湿
しつ

度
ど

は、( 乾湿計
かんしつけい

 )を用
もち

いて測定
そくてい

し、 

湿
しつ

度
ど

表
ひょう

で、乾
かん

球
きゅう

の温
おん

度
ど

と乾
かん

湿
しつ

球
きゅう

の差
さ

を読
よ

みとる。   

  晴
は

れの日
ひ

は、気
き

温
おん

が(    )く、 

湿
しつ

度
ど

が(    )く、気
き

圧
あつ

が(    )くなる。 

晴
は

れの日
ひ

は、気
き

温
おん

が( 高
たか

 )く、 

湿
しつ

度
ど

が( 低
ひく

 )く、気
き

圧
あつ

が( 高
たか

 )くなる。   

  雨
あめ

の日
ひ

は、気
き

温
おん

が(    )く、 

湿
しつ

度
ど

が(    )く、気
き

圧
あつ

が(    )くなる。 

雨
あめ

の日
ひ

は、気
き

温
おん

が( 低
ひく

 )く、 

湿
しつ

度
ど

が( 高
たか

 )く、気
き

圧
あつ

が( 低
ひく

 )くなる。   

  1m3の空
くう

気
き

中
ちゅう

に含
ふく

まれる水
すい

蒸
じょう

気
き

の最
さい

大
だい

質
しつ

量
りょう

を 

(    )といい。気
き

温
おん

が高
たか

いと大
おお

きくなる。 

1m3の空
くう

気
き

中
ちゅう

に含
ふく

まれる水
すい

蒸
じょう

気
き

の最
さい

大
だい

質
しつ

量
りょう

を 

( 飽
ほう

和
わ

水
すい

蒸気
じょうき

量
りょう

 )といい。気
き

温
おん

が高
たか

いと大
おお

きくなる。   

  水
すい

蒸
じょう

気
き

が水
すい

滴
てき

に変
か

わることを(    )といい、 

水滴
すいてき

に変
か

わり始
はじ

める温
おん

度
ど

を(    )という。 

水
すい

蒸
じょう

気
き

が水
すい

滴
てき

に変
か

わることを( 凝
ぎょう

結
けつ

 )といい、 

水滴
すいてき

に変
か

わり始
はじ

める温
おん

度
ど

を( 露
ろ

点
てん

 )という。   

  湿
しつ

度
ど

の求
もと

め方
かた

は、 

(    )÷(    )×100 である。 

湿
しつ

度
ど

の求
もと

め方
かた

は、 

( 水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

 )÷( 飽
ほう

和
わ

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

 )×100 である。   

  飽
ほう

和
わ

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

が 14.5g、水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

が 8.7g のとき、 

湿
しつ

度
ど

は(    )％になる。 

飽
ほう

和
わ

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

が 14.5g、水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

が 8.7g のとき、 

湿
しつ

度
ど

は( 60 )％になる。   

  水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

の求
もと

め方
かた

は、 

(    )×(    )÷100 である。 

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

の求
もと

め方
かた

は、 

( 飽
ほう

和
わ

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

 )×( 湿
しつ

度
ど

 )÷100 である。   

  飽
ほう

和
わ

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

が 20.6g、湿
しつ

度
ど

が 80％のとき、 

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

は(    )g になる。 

飽
ほう

和
わ

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

が 20.6g、湿
しつ

度
ど

が 80％のとき、 

水
すい

蒸
じょう

気
き

量
りょう

は( 16.48 )g になる。   

  空
くう

気
き

中
ちゅう

の水
すい

蒸
じょう

気
き

が水
すい

滴
てき

や氷
こおり

の結
けっ

晶
しょう

に変
へん

化
か

し、 

それらが集
あつ

まってできたものが(    )である。 

空
くう

気
き

中
ちゅう

の水
すい

蒸
じょう

気
き

が水
すい

滴
てき

や氷
こおり

の結
けっ

晶
しょう

に変
へん

化
か

し、 

それらが集
あつ

まってできたものが( 雲
くも

 )である。   

  空
くう

気
き

中
ちゅう

の水
すい

蒸
じょう

気
き

が水
すい

滴
てき

に変
か

わり、 

空
くう

気
き

中
ちゅう

に浮
う

かんでいるものが(    )である。 

空
くう

気
き

中
ちゅう

の水
すい

蒸
じょう

気
き

が水
すい

滴
てき

に変
か

わり、 

空
くう

気
き

中
ちゅう

に浮
う

かんでいるものが( 霧
きり

 )である。   

  気
き

圧
あつ

の等
ひと

しい地
ち

点
てん

を曲
きょく

線
せん

でつないだものを 

(    )といい、(    ) h
ヘクト

P
パス

a
カル

ごとに引
ひ

いてある。 

気
き

圧
あつ

の等
ひと

しい地
ち

点
てん

を曲
きょく

線
せん

でつないだものを 

( 等圧線
とうあつせん

 )といい、( 4 ) h
ヘクト

P
パス

a
カル

ごとに引
ひ

いてある。   

  高
こう

気
き

圧
あつ

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

では(    )気
き

流
りゅう

が生
しょう

じ、 

低
てい

気
き

圧
あつ

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

では(    )気
き

流
りゅう

が生
しょう

じる。 

高
こう

気
き

圧
あつ

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

では( 下
か

降
こう

 )気
き

流
りゅう

が生
しょう

じ、 

低
てい

気
き

圧
あつ

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

では( 上
じょう

昇
しょう

 )気
き

流
りゅう

が生
しょう

じる。   



60 遺伝 
右半分を隠して、(    )に合う語句を考えましょう。 

正解したら〇、間違えたら×をかきましょう。 

  (    )生
せい

殖
しょく

で生
せい

殖
しょく

細
さい

胞
ぼう

がつくられるとき、 

親
おや

の染
せん

色
しょく

体
たい

が(    )し、半分
はんぶん

ずつに分
わ

かれる。 

( 有性
ゆうせい

 )生
せい

殖
しょく

で生
せい

殖
しょく

細
さい

胞
ぼう

がつくられるとき、 

親
おや

の染
せん

色
しょく

体
たい

が( 減数
げんすう

分裂
ぶんれつ

 )し、半分
はんぶん

ずつに分
わ

かれる。   

  (    )生
せい

殖
しょく

では、 

子
こ

の形
けい

質
しつ

は 両
りょう

方
ほう

の親
おや

の(    )で決
き

まる。 

( 有性
ゆうせい

 )生
せい

殖
しょく

では、 

子
こ

の形
けい

質
しつ

は 両
りょう

方
ほう

の親
おや

の( 遺
い

伝
でん

子
し

 )で決
き

まる。   

  (    )生
せい

殖
しょく

では、 

子
こ

の形質
けいしつ

は親
おや

と(    )になる。 

( 無
む

性
せい

 )生
せい

殖
しょく

では、 

子
こ

の形質
けいしつ

は親
おや

と( 同
おな

じ )になる。   

  起
き

源
げん

が同
おな

じで、同
どう

一
いつ

の遺
い

伝
でん

子
し

をもつ個
こ

体
たい

の集
しゅう

団
だん

を 

(    )という。 

起
き

源
げん

が同
おな

じで、同
どう

一
いつ

の遺
い

伝
でん

子
し

をもつ個
こ

体
たい

の集
しゅう

団
だん

を 

( クローン )という。   

  親
おや

の形質
けいしつ

が子
こ

や孫
まご

に伝
つた

わることを 

(    )という。 

親
おや

の形質
けいしつ

が子
こ

や孫
まご

に伝
つた

わることを 

( 遺
い

伝
でん

 )という。   

  (    )は、エンドウの交配
こうはい

実験
じっけん

を 行
おこな

い、 

親
おや

の形質
けいしつ

が子
こ

や孫
まご

に伝
つた

わる規
き

則
そく

性
せい

を調
しら

べた。 

( メンデル )は、エンドウの交配
こうはい

実験
じっけん

を 行
おこな

い、 

親
おや

の形質
けいしつ

が子
こ

や孫
まご

に伝
つた

わる規
き

則
そく

性
せい

を調
しら

べた。   

  同
おな

じ固
こ

体
たい

のめしべに花
か

粉
ふん

が受粉
じゅふん

することを、 

(    )受粉
じゅふん

という。 

同
おな

じ固
こ

体
たい

のめしべに花
か

粉
ふん

が受粉
じゅふん

することを、 

( 自家
じ か

 )受粉
じゅふん

という。   

  何
なん

度
ど

受
じゅ

粉
ふん

をくり返
かえ

しても、 

いつも親
おや

と同
おな

じ形質
けいしつ

になる系統
けいとう

を(    )という。 

何
なん

度
ど

受
じゅ

粉
ふん

をくり返
かえ

しても、 

いつも親
おや

と同
おな

じ形質
けいしつ

になる系統
けいとう

を( 純系
じゅんけい

 )という。   

  形質
けいしつ

が対
つい

をなしていることを(    )といい、 

自家
じ か

受粉
じゅふん

すると、どちらか一方
いっぽう

の形質
けいしつ

が現
あらわ

れる。 

形質
けいしつ

が対
つい

をなしていることを( 対立
たいりつ

形質
けいしつ

 )といい、 

自家
じ か

受粉
じゅふん

すると、どちらか一方
いっぽう

の形質
けいしつ

が現
あらわ

れる。   

  減数
げんすう

分裂
ぶんれつ

のときに、対
つい

になっている遺伝子
い で ん し

が別々
べつべつ

の 

生
せい

殖
しょく

細胞
さいぼう

に入
はい

ることを、(    )の法則
ほうそく

という。 

減数
げんすう

分裂
ぶんれつ

のときに、対
つい

になっている遺伝子
い で ん し

が別々
べつべつ

の 

生
せい

殖
しょく

細胞
さいぼう

に入
はい

ることを、( 分
ぶん

離
り

 )の法則
ほうそく

という。   

  対立
たいりつ

形質
けいしつ

のそれぞれの 純
じゅん

系
けい

どうしを交配
こうはい

したとき、 

子
こ

に現
あらわ

れる形質
けいしつ

を(    )形質
けいしつ

という。 

対立
たいりつ

形質
けいしつ

のそれぞれの 純
じゅん

系
けい

どうしを交配
こうはい

したとき、 

子
こ

に現
あらわ

れる形質
けいしつ

を( 優性
ゆうせい

 )形質
けいしつ

という。   

  対立
たいりつ

形質
けいしつ

のそれぞれの 純
じゅん

系
けい

どうしを交配
こうはい

したとき、 

子
こ

に現
あらわ

れない形質
けいしつ

を(    )形質
けいしつ

という。 

対立
たいりつ

形質
けいしつ

のそれぞれの 純
じゅん

系
けい

どうしを交配
こうはい

したとき、 

子
こ

に現
あらわ

れない形質
けいしつ

を( 劣性
れっせい

 )形質
けいしつ

という。   

  優性
ゆうせい

の遺
い

伝
でん

子
し

を A、劣
れっ

性
せい

の遺
い

伝
でん

子
し

を a とすると、 

優性
ゆうせい

で純
じゅん

系
けい

の遺
い

伝
でん

子
し

の組
く

み合
あ

わせは(    )と表
あらわ

す。 

優性
ゆうせい

の遺
い

伝
でん

子
し

を A、劣
れっ

性
せい

の遺
い

伝
でん

子
し

を a とすると、 

優性
ゆうせい

で純
じゅん

系
けい

の遺
い

伝
でん

子
し

の組
く

み合
あ

わせは( AA )と 表
あらわ

す。   

  AA と aa の子
こ

に優性
ゆうせい

の形質
けいしつ

が現
あらわ

れる割合
わりあい

は、 

(    )％である。 

AA と aa の子
こ

に優性
ゆうせい

の形質
けいしつ

が現
あらわ

れる割合
わりあい

は、 

( 100 )％である。   

  Aa と Aa の子
こ

に優性
ゆうせい

の形質
けいしつ

が現
あらわ

れる割合
わりあい

は、 

(    )％である。 

Aa と Aa の子
こ

に優性
ゆうせい

の形質
けいしつ

が現
あらわ

れる割合
わりあい

は、 

(  75  )％である。   

  Aa と aa の子
こ

に優性
ゆうせい

の形質
けいしつ

が 現
あらわ

れる割合
わりあい

は、 

(    )％である。 

Aa と aa の子
こ

に優性
ゆうせい

の形質
けいしつ

が 現
あらわ

れる割合
わりあい

は、 

(  50  )％である。   

  染
せん

色
しょく

体
たい

にある、遺
い

伝
でん

子
し

の本
ほん

体
たい

を(    )、 

または(    )核酸
かくさん

という。 

染
せん

色
しょく

体
たい

にある、遺
い

伝
でん

子
し

の本
ほん

体
たい

を( D
ディー

N
エヌ

A
エー

 )、 

または( デオキシリボ )核酸
かくさん

という。   

  遺
い

伝
でん

子
し

の本体
ほんたい

は(    )本
ほん

のひも 状
じょう

の物質
ぶっしつ

が 

(    ) 状
じょう

になってできている。 

遺
い

伝
でん

子
し

の本体
ほんたい

は( 2 )本
ほん

のひも 状
じょう

の物質
ぶっしつ

が 

( らせん ) 状
じょう

になってできている。   

  (    )組
くみ

換
か

えによって、 

農
のう

産
さん

物
ぶつ

の品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

にかかる期
き

間
かん

が短
みじか

くなった。 

( 遺
い

伝
でん

子
し

 )組
くみ

換
か

えによって、 

農
のう

産
さん

物
ぶつ

の品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

にかかる期
き

間
かん

が短
みじか

くなった。   

  遺
い

伝
でん

子
し

の異
い

常
じょう

によって、親
おや

とまったくちがう子
こ

が 

できることを(    )という。 

遺
い

伝
でん

子
し

の異
い

常
じょう

によって、親
おや

とまったくちがう子
こ

が 

できることを( 突
とつ

然
ぜん

変
へん

異
い

 )という。   



 


